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現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月

に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
感
染
が
蔓
延
す
る
中
で
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

 

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
令
和
二
年
四
月
以
降
、
指
定
都
市
に
設
置
さ
れ
た
消
防
本
部
及
び
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
十
六
年
二
月
六
日
に
総
務
大
臣
が
策
定
し
た
「
緊
急
消
防

援
助
隊
の
編
成
及
び
施
設
の
整
備
等
に
係
る
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
計
画
」
に
よ
り
都
道
府
県
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
代
表
消

防
機
関
（
指
定
都
市
に
設
置
さ
れ
た
消
防
本
部
を
除
く
。
）
に
お
け
る
傷
病
者
の
救
急
搬
送
に
お
い
て
、
消
防
機
関
か
ら
医
療

機
関
に
対
す
る
傷
病
者
の
受
入
れ
の
可
否
に
係
る
照
会
回
数
（
以
下
、
「
照
会
回
数
」
と
い
う
。
）
が
四
回
以
上
及
び
現
場
滞

在
時
間
が
三
十
分
以
上
と
な
っ
た
事
案
の
発
生
件
数
を
週
ご
と
に
把
握
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
の
質
問
を

す
る
。
一
及
び
二
に
対
し
て
の
答
弁
に
つ
い
て
は
東
京
都
、
大
阪
府
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
及
び
兵
庫
県

（
以
下
、
「
七
都
府
県
」
と
い
う
。
）
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
令
和
三
年
四
月
の
週
ご
と
に
答
弁
を
求
め
る
。 

一 

「
照
会
回
数
」
が
四
回
以
上
で
あ
っ
た
事
例
は
七
都
府
県
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
何
回
あ
っ
た
か
答
弁
を
求
め
る
。
ま
た
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「
照
会
回
数
」
が
十
一
回
以
上
で
あ
っ
た
事
例
は
何
回
あ
り
、
最
大
何
回
の
照
会
を
必
要
と
し
た
か
七
都
府
県
の
令
和
三
年

四
月
の
救
急
搬
送
事
案
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。 

二 

現
場
滞
在
時
間
が
三
十
分
以
上
必
要
と
な
っ
た
事
案
の
発
生
件
数
を
七
都
府
県
で
そ
れ
ぞ
れ
何
件
あ
っ
た
か
答
弁
を
求
め

る
。
ま
た
現
場
滞
在
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
っ
た
事
案
の
発
生
件
数
は
何
件
あ
り
、
最
長
何
分
で
あ
っ
た
の
か
七
都
府
県

の
令
和
三
年
四
月
の
救
急
搬
送
事
案
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。 

三 

国
務
大
臣
が
国
会
答
弁
で
「
医
療
崩
壊
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
（
内
閣
衆
質
二
〇
四
第

一
八
号
）
で
「
令
和
三
年
一
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
江
田
憲
司
委
員
の
質
問
及
び
令
和
二
年
三
月
十

八
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
阿
部
知
子
委
員
の
質
問
に
お
い
て
、
当
該
用
語
を
用
い
た
委
員
の
発
言
を
踏
ま

え
た
も
の
」
と
し
て
政
府
と
し
て
「
医
療
崩
壊
」
を
定
義
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
委
員
の
発
言
を
踏
ま
え
た
と
し
て

も
大
臣
が
発
言
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
臣
は
ど
の
よ
う
な
事
象
を
想
定
し
て
「
医
療
崩
壊
」
と
述
べ
た
の
か
答
弁
を
求
め

る
。 

四 

答
弁
（
内
閣
衆
質
二
〇
四
第
一
八
号
）
で
「
政
府
と
し
て
は
、
都
道
府
県
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
病
床
や
医
療
従
事
者
の

確
保
等
、
必
要
な
方
が
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
と
し
て
い
る
が
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「
必
要
な
方
が
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
」
は
大
阪
府
や
兵
庫
県
で
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か

答
弁
を
求
め
る
。 

五 

政
府
が
都
道
府
県
等
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
の
で
あ
れ
ば
「
宿
泊
療
養
施
設
や

医
療
機
関
さ
ら
に
は
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
者
で
次
の
療
養
場
所
の
決
定
が
な
さ
れ
ず
、
療
養
場
所
の
決
定
を
待
っ
て
い
る

者
」
の
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
医
療
の
現
状
を
把
握
す
る
上
で
重
要
と
考
え
る
が
把
握
し
よ
う
と
し
な
い
理
由
は
何
か
。
ま

た
、
今
後
把
握
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


